

































（1）Line 0 mark projection
Project a line 0 element for each syllable head.
「各々の音節主要部についてライン０上の要素を投射せよ」
音節主要部（syllable head）は、強勢を担うことのできる要素のことで、一般的には母音である。
その母音を強勢平面（stress plane）1の韻律格子（metrical grid）上で xと表し、このラインをライン0
とよぶ。また、従属強勢や主強勢を表すために、HVではライン１上で星印が付与されたが、HIでは、
まず次のパラメータによって音節境界（syllable boundary）が付与される。
（2）Syllable Boundary Projection parameter 2




（3）Syllable Boundary Projection parameter




（4）Head Location parameter 
Project the（left/right）-most element of each constituent onto the next line of the grid.
「各々の構成素の左端または右端の要素を、格子の次のライン上に投射せよ」
［ = Head L/R］
語頭（または第二音節）の強勢を説明するためには、さらに次のパラメータが必要となる。
（5）Edge-marking parameter
Place a left/right parenthesis to the left/right of the（left/right）-most element in the string.
「記号列中において、左端または右端の要素の、左または右に、左括弧または右括弧を置け」





（6）（= HV, p. 227,（1））
Cánada agénda marína túna hénna
alúminum conúndrum cerébrum póssum vénom
まず、Cánadaとagéndaについてであるが、派生は各々（7）、（8）のようになる。3
（7）Cánada （8）agénda
Line 0 Project:L x x x x （x） x
L L L L H L
Edge:LLL （x） x x cannot apply   （x（ Avoided
L L L
x x
Head:L （x） x x x （x） x
L L L L H L
Line 1 Edge:LLL （x） （x）
（x） x x x （x） x
L L L L H L
Head:L x x
（x） （x）
（x） x x x （x） x


















































Line 0 Project:L x （x） x x （x # Avoided
L H L H
Edge:LLL cannot apply （x（Avoided
x
Head:L x （x） x x
L H L H
Line 1 Edge:LLL （x）
x （x） x x
L H L H
Head:L x
（x）
x （x） x x







Line 0 Project:L x （x） x （x # Avoided 
L H H
Edge:LLL cannot apply （x（Avoided
x
Head:L x （x） x
L H H











Line 0 Project:L x x x （x # Avoided
L L H
Edge:LRL x （x） x
L L H
x
Head:L x （x） x
L L H



































Line 0 Project:L Edge:LLL/LRL Head:L Avoidance Constraint 









Line 0 Project:R x （x） x
L H L
Edge:RRR cannot apply ）x） Avoided
x
Head:R x （x） x
L H L








英語で禁止される韻律形（metrical configuration）（HI, p. 411, 424参照）である）x）を回避する制
約（Avoid ）x））にある。この「回避制約（Avoidance Constraint）」の適用は英語の複合語の派生
（165）（（その９）１１頁参照）、（171）、（174）（各々、（その10）1頁、４頁参照）で合計して三度






（17）（HV, p. 228, （4））
a. ònomàtopéia Àpalàchicóla arìstocrátic 




（18）（=（HI, p. 419, （38））
a. ICC:L = Ø → （ /＿＿＿＿ x x （right to left）
b. ICC:R = Ø → ）/ x x ＿＿＿＿（left to right）




Line 0 Project:L x x x x （x） x
L L L L H L
Edge:LLL （x） x x x （x） x
L L L L H L
ICC:L （x） x （x） x （x） x
L L L L H L
Head:L x x x
（x） x （x） x （x） x
L L L L H L
Line 1 Edge:RRR x x （x）
（x） x （x） x （x） x





（x） x （x） x （x） x









Line 0 Project:L ICC:L Edge:LLL/LRL Head:L Avoidance Constraint
Line 1 Edge:LLL/RRR Head:L/R Avoid（x #, Avoid（x（
次にarìstocráticに向かうことにする。派生は（21）のようになる。
（21） arìstocrátic
Line 0 Project:L x （x） x x x （x #  Avoided
L H L L H
ICC:L x （x） x （x） x
L H L L H
Head:L x x
x （x） x （x） x
L H L L H
Line 1 Edge:RRR x （x）
x （x） x （x） x
L H L L H
Edge:R x
x （x）
x （x） x （x） x









Line 0 Project:L x （x） x x x
L H L L L
Edge:LLL （x）（x） x x x Avoid （x（ Overridden
L H L L L
ICC:L （x）（x） x （x） x
L H L L L
Head:R x x x
（x）（x） x （x） x
L H L L L
Line 1 Edge:LRL x （x） x
（x）（x） x （x） x
L H L L L
Head:L x
x （x） x
（x）（x） x （x） x
L H L L L
SD x
x （x）
（x）（x） x x x


















Line 0 Project:L ICC:L Edge:LLL/LRL Head:L/R
Line 1 Edge:LLL/RRR/LRL Head:L/R
Avoidance Constraint Overriden Constraint
Avoid（x #, Avoid（x（ Avoid（x（
次に（17b）のCàlifórniaに向かう。派生は（24）のようになる。
（24） Càlifórnia
Line 0 Project:L x x （x） x x
L L H L L
Edge:LLL （x） x （x） x x
L L H L L
ICC:L cannot apply （x（ Avoided
Head:L x x
（x） x （x） x x
L L H L L
Line 1 Edge:RRR x （x）
（x） x （x） x x




（x） x （x） x x









Line 0 Project:L x x x x （x） x x
L L L L H L H （x #  Avoided
Edge:LLL （x） x x x （x） x x
L L L L H L H
ICC:L （x） x （x） x （x） x x
L L L L H L H
Head:L x x x
（x） x （x） x （x） x x
L L L L H L H
Line 1 Edge:RRR x x （x）
（x） x （x） x （x） x x
L L L L H L H
Head:R x
x x （x）
（x） x （x） x （x） x x





（ x # ）のためProject:Lは適用されない。次に、語頭の音節にアクセントがくることを説明するため
に、Edge:LLLが適用される。さらに、ICC:Lが適用される。次の段階では、このようにして生成さ
れた３個の構成素を構成する音節のうち、どれが主要部（head）であるかを決めるため、Head:Lが













Line 0 Project:L x x x （x #  Avoided
L L H
Edge:LLL （x） x x
L L H




















Line 0 Project:L （x） x （x） x （x #  Avoided




（x） x （x） x
H L H H
Line 1 Edge:RRR x （x）
（x） x （x） x
H L H H
Head:R x
x （x）
（x） x （x） x











1 HI p. 406参照。
2 （left/right）はHIの表記を少し変えてあるが、全く同じことを表す。以下でも同じ。
また、［= Project L/R］は、HIでは表示されていないが、本稿で書き加えたもの。以下でも同じ。
3 Project:LのLはleft boundaryのLであり、xの下のLはlight syllableのL、Hはheavy syllableのH。
4 言語によっては、すべてのパラメータ指定がLでないものもある。いくつかの言語のパラメータ指
定をあげるなら、例えば、Khalkhaのパラメータ指定は次のようになっている（HI, p. 413）。
Line 0 Project:L Edge:RRR Head:L
Line1 Edge:LLL Head:L
また、Turkishは次のようになっている（HI, p. 416）。Project:Lは筆者が付け加えた。
Line 0 ［Project:L］ Edge:LLL Head:R
Line1 Edge:LLL Head:L
また、Warao、MaranungkuやLatinのようにEdgeがRRRとなっている言語もあるし（HI, p. 419, 
p. 420, p. 424）、WinnebagoのようにEdgeがLRLとなっている言語もある（HI,p. 430）。
5 HI, p. 423の派生（50）でEdge:RRR, ICC:R, Head:R, Avoid ）x）も考えられるが、そうすると正







能性（violability）」という考え方に似ている。McCarthy and Prince （1993）参照。
7 この規則はHVでは次のように定式化されている。
Stress Deletion （HV, p. 239, （33））［= SD］
Over a stress well, delete asterisks on line 1 and above, provided that the well is assigned to 
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